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研究成果の概要（和文）：これまでの我々の光線力学療法の条件と同様に、緑膿菌感染皮膚潰瘍に対して0.5% 
アミノレブリン酸を親水軟膏に溶解し、410nmLEDを9J/cm2でPDTを行ったが、創傷治癒は促進しなかった。この
理由は、緑膿菌のバイオフィルム量が多いことが１つの原因と考えた。この問題の解決のため、キレート剤の同
時投与が必要と考え、最適なものはEDTA-2Naであることを解明した。予想通り、バイオフィルムの産生量は、
1/7となった。マウス背部緑膿菌感染皮膚潰瘍に対して、0.5%ALA、0.05%EDTA-2Naを親水軟膏に溶解し、
410nmLEDを9J/cm2照射したところ、創傷治癒も促進することもわかった。

研究成果の概要（英文）： Photodynamic therapy (PDT) is thought to have the potential to be a 
non-antibiotic treatment for infections. 5-Aminolevulinic acid (ALA), which works as a 
photosensitizer after being metabolized into protoporphyrin IX (PpIX) in the heme synthetic pathway,
 is used for PDT. Thus far, the in vivo effectiveness of PDT using ALA against Pseudomonas 
aeruginosa (PA) is unknown.Objective: In this study, we investigated PDT using ALA both in vitro and
 in vivo.  Although PDT with ALA alone did not show a bactericidal effect on PA, PDT with both ALA 
and EDTA-2Na had a bactericidal effect in vitro and reduce the biofilms. In in vivo experiments, 
wounds healed faster in PA-infected mice treated with PDT using both EDTA-2Na and ALA compared to 
non-PDT. These results suggest that PDT with EDTA-2Na and ALA is a potential novel treatment option 
for PA-infected wounds.

研究分野： 皮膚科

キーワード： アミノレブリン酸　皮膚潰瘍　バイオフィルム　緑膿菌　光線力学療法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、MRSAや緑膿菌感染皮膚潰瘍に対する治療法は、蜂窩織炎などを合併する場合は抗生剤投与、その他の
場合は消毒殺菌剤を患部に塗布し洗浄処置であった。抗生剤の投与は、新たな耐性菌を生じ、消毒殺菌剤は、創
傷治癒を遅延することが知られている。我々は、この２つの問題を同時に解決する一つとして、光線力学療法に
注目し研究を行っている。今回の研究を合わせて、光線力学療法が、MRSAおよび緑膿菌、つまり、グラム陽性菌
およびグラム陰性菌両方に殺菌効果及び創傷治癒促進効果があることがわかった。つまり、光線力学療法は感染
皮膚潰瘍に対する新たな治療方の１つになりえる可能性があることがわかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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